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１．はじめに  

 兵庫県豊岡市は日本で最後までコウノトリが野外で暮らしていた場所である．現在では長くねばり強い取り

組みにより人工飼育した個体が増加し，平成 17 年 9 月より野外への放鳥の試みが行われている．周辺ではコ

ウノトリも棲める豊かな環境づくりが様々な主体のもとで行われている．本稿は，円山川下流域に位置する兵

庫県豊岡市城崎町戸島地区の水田において，コウノトリが舞い降りる湿地の保全・再生を目的とし，コウノト

リの餌となる多様な生き物が生息できる環境条件や，コウノトリが採餌しやすい条件，また，これらの環境を

維持管理するための方策について検討をおこなった結果を報告するものである． 

２．背景  

 豊岡市は兵庫県北部の日本海側に位置する．平成 16 年 10 月 20 日の台

風 23 号により市内を流れる一級河川円山川が氾濫し，周辺に多大な被害

をもたらした．平成 17 年初夏，平成 14 年 8 月 5 日から豊岡市へ飛来し

定着していた野生コウノトリ“通称：ハチゴロウ”が，圃場整備実施中

の戸島地区水田に舞い降り，以降，頻繁に利用するようになった（写真

-1）．豊岡市は地元市民の理解を得て，当該水田を買い取り，湿地として

人為的に整備・管理し，「ハチゴロウの戸島湿地」と名称して将来にわた

りコウノトリが舞い降りることができるように保全していくこととした． 

３．整備の方針  

 コウノトリが舞い降りることができることを整備の目標として，その上で周辺農地との共存を図りながら観

光や環境学習など多面的に活用できることを基本方針とした．これらの検討にあたっては，現在成立している

多様な水辺生物の生息・生育環境の保全・再生を考慮する計画とした． 

３．１ 現在の多様な生息・生育環境の保全・再生 

水田からの排水路の流末は隣接する円山川の楽々浦湾に繋がっている．水路には簡易な堰があるものの，堰

の上流側には回遊性の魚類であるイトヨ（降海型）が確認されている．またナマズやコイ，ギンブナが多数確

認されており，出水時には水田－水路－河川・海域までの連続性があると考えられる．また水田の東側に隣接

する山林部には谷間からの湧水があり，渓流環境を呈し，水田に流入している．ここでは渓流性のミヤマシマ

トビケラ属やタゴガエルが確認され，早春季には水田内にニホンアカガエルの産卵が確認されるなど，水田－

渓流－山林といった連続性も成り立っている．このように戸島地区の水田は，山林－渓流－水田－水路－河

川・海域までの多様な環境の連続性，いわゆる“エコロジカルネットワーク”が成立した場所であり，これら

の保全・再生を考慮した上で湿地整備の検討を行った． 

３．２ 湿地の構造 

① 多様な餌環境となる湿地のタイプ（図-１） 

湿地環境としては，多様な餌環境を保全・再生することを目的に汽水域と淡水域の２タイプの湿地を整備す

る．汽水域は通年水位変動があることから，水位が低い冬季を基準とし，干潮時には干上がり魚が逃げ込める

深み(水深 0.5～0.7m)を配置する．淡水域は通年水位が一定になることから，コウノトリの採餌に適した水深

0.15m1)に設定する．また淡水域においても魚が逃げ込める深み(水深 0.5～0.7m)を配置する． 
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写真-1 ナマズを捕食するコウノトリ 
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② エコロジカルネットワークの保全・再生（図-２） 

淡水域の湿地は，状況に応じて農業用水にも供するため，汽水域からの塩水遡上を防ぐ必要がある．一方で

戸島地区の水田の特徴である“水田－水路－河川・海域のエコロジカルネットワーク”を保全・再生する必要

がある．このため，淡水域と干満の水位変動がある汽水域の間には，浮体型の起伏ゲートを設置し，水位が低

い干潮時には水田との連続性が保て，満潮時など汽水域の水位が高くなるときにはゲートが起立し，淡水域へ

の塩水遡上を防ぐ構造とする． 

 

 

 

 

 

４．維持管理方針  

 計画している水深 0.15cm の湿地ではヨシやマコモ等の繁茂が著しく，コウノトリの採餌環境を維持するに

は多大な労力が必要と考える．よって，持続・自立可能な湿地の維持管理を目指すため，維持管理を専門に行

う新たな団体（ＮＰＯ法人等）を設立する計画としている．維持管理にかかる費用は全国の企業や団体，個人

からの寄付（「豊岡市コウノトリ基金」経由等）を基本として運営する．維持管理の手法については，「湿地の

維持管理の勉強会」を整備工事と併行して開催し，「見試し」による試行錯誤を繰り返しながら，この湿地に

適した手法を確立する方針である． 

５．おわりに  

 現在，豊岡市では，国，県，市，住民が一体となってコウノトリ野生復帰の取り組みを進めており，円山川

の自然再生事業をはじめとする様々なコウノトリ生息環境の保全・再生の試みが行われている．これは単にコ

ウノトリだけでなく，かつての人々の心豊かな文化の再生や，新しい人と自然の文化・価値の創出とも位置付

けられる．今後はこれらの取り組みをネットワーク化し，「ハチゴロウの戸島湿地」を円山川下流域の拠点と

位置付けた中でさらなる整備や活用を検討する予定である． 
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図-１ ハチゴロウの戸島湿地整備イメージ図 

図-２ 浮体型起伏ゲートのイメージ図 
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